
番号表示器(写真ー2) 入換際識を 4 線以上に共用するのを有

刺とするとき，前記の線路表示械は 3

進路までなので 4 線以上に共用した

ものに対しては使用できない。線路表

示i甘iH:t.灯子 IJ式であるが， 4 級以上のもー

のに対しても灯列式とすると現示方式

灯数，使用fWEなども複雑となるので

所嬰の貌示を寄号表示により行わしめ

る方式としたのが寄号表示総である。

干番号表示総は取り付け部， 表示部より

なり，線路表示総と同様に所属の入換

標識の下部に設ける。表示部は燦箱部

と内部軽量桝部とからなり， ~量箱苅iは フ

ード，遮(しぞ)光兵を前聞に有し， 光

線通路となる筒部と縦電総および光学

的儀榊部を入れてある箱部である。 内 2. 1It号表示総

部機桝剖I Cl濁)は光学的なもので， 凹形反射鋭， 光滋i用電球 (30

V 40W) ，その直下に集光 v;/ズを置き金属製文字盤を経て投

影レ Y ズに歪り ，さ らに平岡反射鋭によ り水平光線となし，鉱

大されて表示板 存号表示綜機併時図

にm示する。文 令惜司峰
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に現示する文字が停止するようになっている。これらの制御部

は， 直流 24 V で動作する縦*骨量 5 倒を下部に配位しである。

各継T立総のiM作の紙要は入担軽l紫識の信号制御継m言語の動作に

より，始動総\111総が動作し，これにより文字盤回転電磁石を制

御する縦m採が動作し，これと電磁石の接点の交互助作に より

文字盤の回転を行い，あらかじめ現示用継電線のある端子に所

要の条件をそなえた回線が成立し，プラス側の電位がかかっ て

いる所へ回転制lの接点が接触すると現示用縦常緑が動作し，こ

れにより回転を停止し， さらに光源点灯用縦m採が動作して，

所要のilI'号表示をする。

なお線路表示総には前記の 2 tJJl~のほか， 初期のもので少進

路のものに対しては入換際識の下部に 2 恒iの白色灯を設けて，

いずれか一方が点灯することによって左右の進路別を表示する

ようなものもある。 使用電圧は lOV または lOOV である。

線路別表示灯は多数の留置線または入換線のようなものがあ

る場合， これらの線路の集合部分に入換標識または信号位置を設

備し，各線路の進路に対して共用するよう な湯合，信号慢の現示

はどの線路のものであるか不明であるので，各線路別表示灯を

設けて信号般の現示の意味を補足する。このような場合，信号僚

の下部に番号表示1m:のようなものを設けることも考えられるが，

操111掛の見通しが困難であるため，各線路の列車を出発させる

付近に別 flòlに線路別表示灯を設店ii したことがあった。この表示

灯は，出発反応傑識を地上に設備したような形式のものが多く ，

前而はつや消し板ガラスで，使用電圧は lOOV のものが多い。

折返線表示器 山間釈などにおけるスイ ッチパッ クにおいて，

列車が場内信号践により進入してくる場合，話器開土は列車の最

後部が， 転轍苦言の転換または行進い列車を進出させるのに支障

v' ょうじとう

しなし、かどうかを確かめて，停止する位置を定めなければなら

ない。このような鴻合折返線表示苦誌を折返線の終端節分に設備

し，この表示採がlJl.示するまで3'IJ 1ドを進行させ， !見示 したのち

所定の位置に停止する。この表示骨量の制御方式は軌道回路式の

もので，軌道回路を接触限界外まで設備する ことによって前記

の目的を迷せしめている。なお折返線表示総の機併は現在一定

のものはなく ， m溺i事情その他により直流式， 交流式のものと

あり，使用電圧および現示方式も一定でな く ，設備場所に応じ

て適当な方式がf~ lll されている。

接近表示器 電気信号保安用継電球の 1 極で， 列車が停車場

に筏近したとき信号掛に注意を促し， また接近鎖錠装位を施す

役目を持っているもので，通常場内信号機の後プ'J 2 閉そ く区 IUI

に列車が進入すると動作を失い，その動作によ り電気回路を作

り ， 表示が出て別にベノレを鳴動させて， なお!照明軌道盤に点灯

する等の働きをする。形式は回転子式のものと1M，型継電株式の

ものとおり，いずれもベルが鳴 り始めてより，継続して鳴らす

必要がないためj111 ポタ γにより停止するよう になっている。

接近表示総は機併が幾分îj!雑となり ， 高価なものとなるので，

古い設備ではいまだに使用 している所もあるが，最近の設備に

は使用されていない現状で，これにかわる設備として接近表示

には表示灯および電機総による方式を， また接近鎖錠装位には

線条継電器 (A R ) による方式がとられている。 (近藤敏夫)

ひょうじとう 表示灯 (電車 ・気動車の ) (~) pilot lamp 

(of electric car , rail way motor car) 車両内儀器の動作状

態を主として乗務只に表示するための電灯。図欽の電車 ・ 気動

車に用いられている表示灯にはつぎの如きものがある。 電車 ・

気動車に共通して IlißlU表示灯，運転士表示灯が，電車には過~Il:

流表示灯，電磁ゆるめ表示灯 ， 非常電源表示灯が， 気動車には

逆転儀表示灯， ~速儀表示灯， 油圧表示灯，充電表示灯が用い

られている。

1 車伺j表示灯 これには戸じめ用と非常用とがある。 戸 じ

めJ刊は左右I抑制外まく板に取付けられ，また非常j羽は左右外側

吹寄に取付けられている。戸じめの レンズは赤色，非常用はだ

いだい色として， 見分け易くしてある。戸じめ用は戸じめ後械

!こよって開き戸がIJflいている ときは点灯しており，これが閉じ

ているときは消灯している。開き戸が 1 箇所でも開いていると

きはこの表示灯は点灯している。この表示灯によって聞き戸の

[J日開状態を訳従事長および車掌に表示する。非常用はIjif本姿に

取付けてある非常事事報告*を ~JJ放の場合号 |いたとき，そのIjiの表

示灯が点灯し， 事故事の判別を乗務員に容易に表示するもので

ある。 運転士表示灯は運転士座席前面に取付けてあり ， 率ßUI表

示灯と反対の点滅作用を行う。 すなわち各事の戸じめ般械によ

って聞き戸が閉じている とき点灯しており ， これが闘いている

とき消灯している。聞き戸が l 箇所でも聞いている ときはこの

表示灯は消灯している。両表示灯の点滅はIl fl き戸 と 戸当りとの

すき聞を調整して行っている。

2 通電流表示灯 主回路が過負荷等によって過電流継111総

が動作したならば， その率の内妻くし桁(けた)上部に取付けて

ある表示灯が点灯する。この灯のレンズは赤色 とな っ ていて見

分け易く してある。この場合前後乗務員室の巡転士座席前面に

取付けてある表示灯も点灯して， いずれかのJ1I tJ ;j/，\\電流にな っ

たこ と を表示する。

3 電磁ゆるめ表示灯 電磁ゆるめ弁付空気プ ν ーキ装i丘を

有している長編成の従事では，ブレー キ弁ーをし保ち1 位置に移

せば，電磁ゆるめ弁の1ß磁コイルが励磁されると同時に， 電磁

ゆるめ表示灯が点灯してこの操作を確認できる。これは述転士
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